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平成22年 を迎えるにあたり

昨秋の会のキャンプでのこと……。

早稲田大学山の会、稲門山の会、会員の登山での安全を祈願すべ く、山の神に祝詞を捧げてい

た時、突然、山奥の雲間から神様が降臨して、私に向かいて目く。「われは、丹沢山に住みおる八

百万神の中にて、山の神と申すものなり。して汝ら何処より来たりしか」。

神様ならば何でも知っているのではなかろうかと思いつつも、余 り逆らってもそれこそ触らぬ

神に祟 りなしと云うではないかという気もし、「われらは、都の西北に学府ありて、そこに学びし

者の集いにて候J。 どうも神とのや りとりで、言葉までおかしくなってきたようだ。

神曰く「汝らの50数年の山の登 り方、考え方をみるに、山での安らけしの願いを安堵せ しめる

に価するものと定めよう。さて汝ら、神頼みのみにて願い通ずると思うなかれ、我も忙 しき身な

れば、すべての願いに加護を授けるわけにはゆかぬ。されど若き者は身の丈を考え、老いたる者

は昔にのみ重きを置かず、今をよく弁えて登る様心がけるなら、その身は安らかならざらんJ。

まあ、もっともなお言葉で、神様の云うことだから間違いはなかろうと思いながら、面を上げ

ると、祭壇に奉納 した御神酒のほとんどが無 くなっていた。

その後満月でのキャンプファイア、宿舎での集い、でも神様はちらり、ちらりと現れて、手酌

で飲んでおられました。よほどお酒が好きなんだ。

今年は御神酒をもっと増やして祈願

することにしよう。

夜が自々と明けるころ、神様は丹沢

山の雲に乗 りて霞と共に失せにけり。

面白くて変わった山の神であった。

平成22年 1月

稲門山の会代表 上田訓央

新年会のご案内

日時 :2010年 2月 6日 (土)15:00～ 18:00

場所 :大隈会館 2階

会費 :6000円  尚、当日4000円 の年会費を徴収させていただきます。

☆ 昨年から土曜日に新年会を開催するようになり、地方からの出席者も増えました。更なる地方

在住者の皆様の出席を期待しております。

☆ OGの皆様も是非ご参加いただき、旧交を温めて下さい。

☆ 若いOB・ OGの皆様には、横の連絡を取っていただき、多数参加されることを希望しています。
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▲二礼二拍―礼▲上田代表の祝詞
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『秋のキャンプ』報告

齊藤延雄 (S.45年卒)

恒例になりました秋のキヤンプを、昨年10月 3日 (土 )～ 4日 (日 )に東丹沢清川村の <清川

自然の村>で行いました。当施設は市民が自然に親しみ、自然を学ぶ野外活動の拠点として、座

間市 (神 奈川県)が設置 した宿泊施設です。部屋は隅々まで掃除が行き届き、 トイレ・シャワー

も完備された素晴らしい施設でした。

当日は天候にも恵まれ、宮尾料理長の指

導で調理 した豚汁とバーベキューで腹を満

たし、適度に酔いが廻った頃キヤンプフア

イヤーを囲み、雲間に見え隠れする中秋の

名月を眺めながら、
i昔

懐かしい山の歌を歌

いまくりました。その後歓談の場をバンガ

ローに移し、夜が更けるまで若き日の思い

出話に花を咲かせました。

翌朝は、まき害1り ・飯炊き・小屋掃除と

皆で作業を分担 し、美味しい朝ごはんをた

いらげ、三々五々解散 しました。

今年は、現役も含め多くのOBGに参加頂

けます様期待 しております。

参加者 上田 (34卒 )、 市村 (35卒 )、 西山 (36卒 )、 松村 (38卒 )

リト村・笠原・長谷川 (40卒 )、 宮尾・金子・齊藤雄 (41卒 )、 太郎良 (43卒 )、

青山・齊藤延 (45卒 )、 新井 (46卒 )、 豊田 (47卒 )

キャンプ場の申し込み、お手数掛けました。

ワイン・ビール等の差 し入れ、有難うございました。

※迫田OB
OB諸 兄

▲キャンプファイヤー

△キャンプの朝・全員集合 (カ メラマンを除 く)
▲右にカメラマン
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投稿 :100名山から200名 山ヘ

長谷川徹 (S.40年卒 )

会社OB会同好会に「山行クラブJがあり、約45名 が活動 している.岩や雪はやらない所謂中高

年登山のクラブ。 4年ほど前の平成17年秋に「会報Jを 見ていた家内から、100名 山を登った (5人

の)先輩の記事を読み 「お父さんもやったら」と背中をちょっと押された。数えてみると残 り75

座―「う～んあるなあ。まあ数が多い方が、楽しみが沢山残っているということJと 考え、ピー

クを目指すことに。登るに当たっては、出来るだけその山が美 しく輝いている時期に登 りたい。

また山に頭を下げてお詫びをしたこともあるが、単に頂に立てばよいという様な、山に失礼な登

り方はしないように思っている。

100名 山はH17年 秋に10、 H18年 30、 H19年 18座 を登 り残 り17座 と少なくなったので、H20年 から

200名 山 (2人の先輩が達成)も 目標に追カロ (残87峰 )。 H20年 15座 +21峰、今年 9月 に家内と快

晴の焼岳に登って100名 山を終了。下山後西糸屋でビール・ワイン・冷酒で乾杯 1200名 山は31峰

登頂 (こ の問クラブ山行に年間15～ 20回程度参加 )。 以下今年登ったいくつかの山行を報告 します。

*三嶺 (1,893m)… …・徳島・高知

5月 に四国最奥の三嶺 (み うね)に 3人で登った。瀬尾さん (77歳 )は納見先輩に大変お世話

になっていて200名 山も残すところ12～ 3座 という事で頑張っている。もう一人は、いつも一緒

に登っている住吉さん (62歳 )。 5月 13日 に東京を出発、14口 実J山 に登 り、翌15日 8時過ぎに名頃

から登る。名頃は祖谷の最奥の山村で人影が見当たらない。その代わりに等身大の人形があちこ

ちにおいてあり、これが良く出来ていてつい声を掛けそうになるほどの出来栄え.ブナ、 ミズナ

ラ等の原生林を抜けると、まさに大草原

の中に三嶺がある。東に剣山、西に西熊

山・天狗塚へ国の天然記念物になってい

るミヤマクマザサとコメツツジの緑の絨

毯が続き、四方山また山で足元に祖谷の

渓谷が続 く絶景。コメツツジはまだ開花

していなかったが、花が咲いたらさぞか

しと思われる大群落が続いている。山頂

直下に明るい池があり綺麗な避難小屋が

ある。剣山からの縦走もよさそうだ。菅

生に下山、途中初めて「やましゃくやくJ

に出会う。祖谷は新緑の淡い緑の中、あ

ちこちに薄紫の藤が美 しい春の山里だっ

た。交通アクセスは良くないがお勧めの

山である。

*大崩山 (1,643m)… …・宮崎

5月 29日 宮崎県の北部にある大崩山に

登 った。九州にこんな山があるのか と

びっくりする花尚岩の山である。宮之浦

岳へ向かう皆と別れ、延岡から約 2時間

強かけ登山口着。大崩山荘を経て湧塚分

岐まで祝子川沿いの不明瞭な路を細い退 ▲大崩山 :下湧塚から上湧塚をみる
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色 した赤テープを探 しつつ進む。分岐から大石伝いに飛び、ステンレスの橋を渡 り鎖を使って湧

塚コースに入る。しばらく急登の後ロープにつかまり袖ダキに出る。垂直に切れ落ちた谷を挟ん

で、小積ダキの大岩壁がI良前に現れ、迫力満点の景観にしばし呆然。これから登る湧塚の岩峰群

にも圧倒される。下湧塚・中湧塚の花尚岩の岩をロープにつかまって登 り、九っこい頂を四つん

ばいになって、そろりそろりと進む。左へ滑れば垂直の谷へ、一巻の終わりである。上湧塚は怖

いので、巻道に逃げる(下・中湧塚 も巻道あり)。 上湧塚を過ぎると一般道、笹薮の トンネルを通つ

て頂上c先行 2パ ーテイに出会う。下山は同じ道を引き返す。湧塚は全て巻道を下る。すばらし

い岩峰群の景観とともに、バランスの悪 くなった私には緊張を強いられた山であった。17時30分

に下山、祝子川温泉で汗を流す。

*日 高カムイエクウチカウシ (1,979m)… …・北海道

7月 2日 Kさ ん (71歳 )と Sさ ん (62歳 )の 3人で日高カムイエクウチカウシを目指す。札内

ヒュッテ先ゲー トから林道歩き2時間弱、七の沢出合に着 く。ここで沢靴に履き替え数回の渡渉

を繰 り返し、蚊・ブヨ、棘のある草に悩まされながら14時 に八の沢出合のキャンプ場着。先着 1

パーテイ3名。即製の釣竿でヒメマスを釣 り上げ、焚き火で焼いた一部をおすそ分けに預かる。

旨い。翌 3日 は4時半に出発。すぐに沢靴着用。シーズン初めのため、かすかに残る径が草に覆

われていて判 りづらい。渡渉点を探 したりで時間を食う。途中から雪渓となり、軽アイゼン着用、

スノーブリッジ状の処もあり、二股まで 3時間、さらに三俣まで 1時間を費やす。三俣から連続

▲カムイエクウチカウシ山 :札 内川・八の沢出合

する滝の左岸の高巻道

を笹や木の枝につかま

りながら進む。草つき

のいやらしい場所を上

に逃げたら這松帯の厳

しい藪こぎを強いられ、

人の沢カールの到着が

12時 になってしまった。

ここは福岡大 3名が熊

の犠牲になった場所で

ある。ピークを見なが

ら登頂を断念 し、涙を

呑んで下山。下 りも雪

解けで増水 した渡渉に

苦労し、暗闇迫る19時

20分にテン場着。 3日

目は後の予定があるの

で、再挑戦をあきらめ

下山。

*ベテガリ岳 (1,736m)… …・北海道

7月 5日 Kさ ん、Sさ んの 3人でペテガリを目指す。初日はニシユオマナイ川沿いの林道歩き

3時間40分で神威山荘泊まり。北海道の避難小屋は何処も立派。翌日はペテガリ山荘までニシュ

オマナイ川から尾根越えでベッピリガイ沢に下 り、超立派なペテガリ山荘にll時前に着 く。 3日

日は朝 2時半にヘッドランプを点けて出発。1050mの コブまではジグザグの急登。今日も快晴。

アップダウンを繰 り返 しながら西尾根を進み、 7時前に1031m展 望台に着 く。道はしっかりして

4
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いて危険箇所なし。眼前に

ペテガリ岳が聾える。一旦

70～ 80m下 つた後緩むこと

のない500m強の急登の後、

360度 日高の山々を見渡せ

る山頂に9時過ぎ着。ペテ

ガリは周囲山また山である。

カムエク、神威岳等景色を

十分堪能した後下山。夏の

強い日差 しの中、アップダ

ウンを繰 り返 しながらの西

尾根は長い。熱中症気味に

なりながら、 3時前に山荘

首、冷たい水でほてった身
~体

の汗をぬぐう。さっばり。

翌 8日 は、Kさ んが帰京す

るため 1時40分に出発。峠

を越えた付近から雨となりその後雨中の林道歩きを3時間。千歳空港にKさ んを送 り、支笏湖畔

の温泉でくつろぐ。天国 |

まさに山の素晴 しさは尽きない。下山後の温泉とお酒が最高の至福の時を与えてくれる。現在

165峰 を登 り、残 り35峰 ではあるが、歳には逆らえず最近は膝の痛みも少 しあり、バランスが相

当悪 くなってきたので、無理をせずに楽しんで登るつもりである。

60歳 を越えてから自然の中に入 り楽しめるのも、山の会現役時代に沢山の経験をさせて貰った

からこそであり、稲山会の皆様に対 し感謝が一杯である。

現役からの投稿 :富士山頂での環境観察

現役 :吉見浩一郎

初めまして。理工学部環境資源工学科の吉見浩一郎と申します。今夏に研究活動の一環で富士

―山に登頂 したので、その報告をさせていただきます。

私が所属 している環境資源工学科大河内研究室は空気と水を研究対象とした環境化学を扱って

います。空気中の微粒子やガス、降水、陸水といった試料を採取 し、適切な処理を行った上で、

酸性物質、重金属、有機化合物といった様々な環境汚染物質の分析を行っています。

大河内研究室では毎年夏に夏季集中観測を行っています。採取場所は西早稲田 (理工)キ ャン

パス、御殿場回太郎坊 (1300m)、 富士山頂 (剣が峰・富士山測候所,3776m)の 3地点で、研究

室全員で行う一大イベントです。今年度の観測期間は7月 16～ 28日 で、私は26～ 28日 に富士山頂

の観測を担当しました。

25日 午後、大河内先生、Ml(研究科 1年)の方と先生の車で御殿場に向かい、市内にあるNPO
法人「富士山測候所を活用する会Jの事務所で他大学の方と合流 し、 1泊 した後、26日 早朝に事

務所の方の車で富士宮五合目まで送つていただき、登頂を開始 しました。メンバーは早稲田大学

が 3名、他大学の方が 3名の 6名で、私を含め富士山に登るのは初めてだという方が大半を占め

ていました。

▲ベテガリ岳 :遥かなる山
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しかし天候に恵まれ、汗が止まらないような熱気の中、途中までは非常に良いペースで登るこ

とができました。途中までなのは、私が九合目の辺 りで足がつってしまい、後続を止めてしまっ

たからです。今考えると2,白 3日 にしては荷物、特に衣類を持ちすぎたなと反省 しています。そ

んなアクシデントに見舞われつつも昼前には浅間大社に到着 し、そこで一体みした後測候所に入

りました。

測候所に入ってから28日 に下山するまでの間はほとんど測候所に閉じこもっていました。特に

27、 28日 は共に風が強 く、また常に霧が発生しており、定期的に行う試料採取や点検以タトではタト

に出ることはありませんでした。強風に関しては、採取器の点検の際には測候所の屋根に上るた

め、万が一にも落ちることのないよう気を張 り巡らせていなければならなかった程でした。それ

でも試料採取時に、運よく視界が晴れることもあり、駿河湾、甲府盆地、呆ては東京の方まで見

渡すことができ、景色を

満喫することができまし

た。個人的には、26日 夜

の甲府市の夜景と同日夕

方の富士市方面の工場群
~

が印象に残っています。

工場群に関しては複数の

煙突か ら遠 目か らで も

はっきり判る程度の煙が

排出されてお り、それを

日にしたとき何故か自分

の研究 (降水中の有害有

機物質の分析です)に 直

に触れたような感覚に落

ちいったことを憶えてい

ます。

28日 午後に御殿場ルー

トから下山しました。下

山時は濃い霧に覆われま

したが、特に影響もなく一

太郎坊に到着できました。

全体の感想としては天

候に恵まれたと感 じてい

ます。私達以前では悪天

候により途中で宿泊をし

た班もあったので、本当

に運が良かったのだと思

います。

また、今度は研究では

なく趣味としていつか再

び登りたいと考えていま

す。

▲富士山頂から夕陽を見る

▲富士山I頁 の釜 (火口壁)を 見る
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報告 :高等学校山岳部・ワンダーフォーゲル部の現状

2009年 3月 に、早稲田大学に進学数の多い高等学校の山岳部・ワンダーフォーゲル部の顧問先

生に現在の高等学校生徒の山登 りに関する現況と意識のアンケー ト調査をお願いした。その回答

の中から10校の高等学校を紹介します。

質問項目と各高等学校からの回答

*各高校の回答から下記の傾向が推察・分析される。

1)高校山岳部・ワンダーフォーゲル部は、ある一定数の部員が在籍 し、顧間先生の指導での登

山活動が行われている。

2)高校生の登山の基本的な興味には多様性があり、山一筋の傾向は見られない。

3)大学進学後は友達同士の登山とか、自由で幅広い雰囲気の大学クラブに進む傾向が見られる。

また大学進学後、登山を止める傾向も見られ、他のスポーツに転向してゆく傾向もある。

質 問 項 目 A高 校 B高校 C高 校 D高校

l‐ 現在の部員数 (1年 3ヽ年合計数 ) 15名 13名 4名 8名

0 登山活●l」 の状況は かなり,舌発 かなり活発 あまり,舌発でなし かなり活発

0 部員数の傾向は 増加傾向 定数 減少傾向 最近増加

0 部員の定着は 定着 している 定 看 して い る 定着している 定着している

J 大学進学後の登山活動は 他 の スボ ー ツ 登 |1又 は Lめ る 他のスボーツ 登山又は止める

0 大学進学後山のクラブに加人は 半」らなし 友達同十 友達同士 フングル部 登山′

イキングクラブ

0 山登 りのジャンルは llt走  フリー フリー 環境保守の

登山

イキンク 縦走 フリー

0 毎外の登山への興味は 魅 力 あ る対 象 魅力ある
'J象

対象でなし 対象でなヽ

0 登山に関する基本的な興味は 勉 強 の リ フ レ

シュで山登 り

山の興味あ りJl体

性がある
携帯の通 じない所
には行かない

文化部と兼務
勉 l」pの リフレノシユ

D 近年の学生気質ではグループでの行動を

あまり好まない ?

その傾向はなヽ そ の傾 向 は なヽ あまり好 まなヽ 卜J体行動の指導をし
ている

〔〕 大学の山岳クラブはどの様な姿であれば

学生に魅力あるクラブですか ?

上 ド関係 のない楽

しいクラブ

幅広 い登 山の クラ

フ
・

それが判れば高校
でも採用します

幅広い登山のクラブ

E高校 F高 校 G高校 H高校 I高 校 J高校

0 22名 6名 20名 11名 22名 8名

(3 かな り活発 あまり活発なヽ あまり活発でな。 かな り活発 かな |,lLT発 かなり活発

C) 増カロ傾向 増加傾向 一定数 減少傾向 1曽 加傾向 一定数

0 定着している 一部途中退部あり他

のクラブと掛け持ち

定着している 部途中退部 定着している 部途中退部

0 他のスポーツ スポ ー ツは止 め る スポーツは[Lめ る 不 明 他のスポーツ 他のスポーツ

C 判 らなヽ 判 らなヽ 友 )主 卜」士ほかと 大学 ワンゲル部等 友 達 同 | 大学ワングル部

0 縦 走 イキング イキング 不 明 フリー 縦走 ハイキンク

0 魅力ある対象 魅力ある対象 対象でなし 不 明 魅力ある対象 魅力ある対象

0 文化部と兼務
温泉好きである

登山はするが大学 |

岳部には入らない
予備知識もなく連れて

行つてもらうだけのlll向

山岳会 は10%?ス
キー アウトドア

学業 と両立

口|一 筋は困難

学園祭等は活発に取
組むが

ll 学年の隔た りな く

仲良 くやっている

そうは思わな| 分担を決めて配慮
している

グループ行動は好
まない傾向

あまり思いや りが
ない傾向がある

特に見られず

⑪ 他の活動 も認める

自Ell参加のクラブ
関わ り方がさ

まですので、
を出す

ざ

色

ま

特
自 然 を取 り戻 す

アッピールを

精鋭登山一少数
楽 しい登山一多数
と推察します

技術講習等に参加
させ、経験 登山技
術の向 卜で自信を

付けさせる

自由な雰囲気
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『春スキー』のご案内

山の会のOB会、前代表の市村さんが中心 となって、10数年前から実施 していました「山とス

キーの会Jのスキーを、今年も以下の要領で企画致 しました.皆様、ご家族・ご友人をお誘いあ

わせのうえ是非ご参加下さい。貸切バスの中で宴会をやりながらの楽 しいスキー・ツアーです。

出発日及び予定 :2010年 3月 5日 (金):東京駅丸の内北国集合20:00出 発、当日、夜に温泉宿着

3月 6日 (土):終 ロスキー、夜は宴会

3月 7日 (日 ):午前中はスキー 12:00頃宿を出て東京駅に18:00頃 着

場所 :以下を予定しています。候補0昨年と同じ乗鞍高原スキー場 ②丸山スキー場 0菅平

詳細は2月 6口 (十)の新年会でご案内致します。是非、ご予定下さい。

『春のハイキング』のご案内

今年は昨年に引き続き、都心に近 く駅から歩いて登れる家族向きの山 (弘法山公園・吾要山コー

ス)を言十画しました。

小田急線の秦野駅から鶴巻温泉を目指 します。途中、桜のスポットとして有名な弘法山公園を

通 り、吾妻山を経由して鶴巻温泉へと下 ります。最後に温泉で一汗流せる絶好のコースです。是

非皆様ご夫婦で、お孫さんも一緒にご参加下さい。

1)同  時 4月 10日 (土)10時集合

2)集合場所 小田急泰野駅改札日

3)コ ー ス 駅→ (30分 )→浅間山→ (10分)→権現山一 (10分)→弘法山→

(30分)→善波峠→ (30分)→吾要山→ (20分 )→鶴巻温泉駅

4)昼  食 各自ご持参下さい。

5)そ の 他 少雨決行

6)問 い合わせ 齊藤延雄 (45卒 )電話0458311792(自 宅)メ ールnobuo sa■ ou@tokyotekko.cojp

言卜報 :2009年 5月 に杉山宏さん (S.36年卒 )、 2009年 7月 に山口昌之さん (S.36年卒)が逝去

されました。故人を偲び、ご冥福をお祈 り中し上げます。

己一一〓
●後集一編

二雪寧i111,111F,
:鵠尋1,1じ,ど感|
轟議鑽積覆滞舞開さ|れ

=1鉱
岳が山岳関係1者|だ| 41鹿 1島か|ら鋼|を見|る

今年が割熱ことちて ||■●ヽお1年|で|あ|る |ことを祈|り|つ|つ

=
斉1藤1雄|二|(S41年卒)


